
〘今月の表紙〙
大盛況の産業フェアの風景をバックに、 
沖高エイサー部が８年連続の全国大会出場！！
こんに“ちな”！ 今月の表紙は、鹿屋市で開催された第18
回鹿児島県高等学校文化連盟郷土芸能部門専門部発表
会の伝承芸能部門において沖高エイサー部が最優秀賞
に輝き、来年8月に岐阜県で開催される 清流の国 “ぎふ” 
総文2024／全国高等学 校 総合文化祭に8年連 続出場 

（全国大会は通算10度目）が決定した時の写真です。沖
高エイサー部ちばりよ～！！ 産業フェアの様子は３ページに 
掲載しています！
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福
祉
作
文

小
学
生
下
学
年
の
部

最
優
秀
賞	

古
波
倉
大
洋	

知
名
小	

３
年

小
学
生
上
学
年
の
部

最
優
秀
賞	

久く
や
ま山　

　

茜	

知
名
小	

５
年

短
歌
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
生
の
部

大
賞	

山や
ま
も
と本　

晴は
る
な菜	

知
名
小	

４
年

優
秀
賞	

小お
が
わ川　

澪れ
お
ん音	

住
吉
小	

１
年

優
秀
賞	

久く
や
ま山　

　

茜
あ
か
ね	

知
名
小	

５
年

中
学
生
の
部

大
賞	

西に
し
だ田　

梨り

の乃	

知
名
中	

３
年

優
秀
賞	

原は
ら
ぐ
ち口

つ
ば
さ	

知
名
中	

２
年

優
秀
賞	

福ふ
く
い井

梨り

お

な
央
奈	

田
皆
中	

２
年

高
校
生
の
部

大
賞	

北き
た
は
ら原　

優ゆ
う
せ
い聖	

沖
高	

２
年

優
秀
賞	

伊い
じ
ゅ
う
い
ん

集
院
睦む

つ
き希	

沖
高	

２
年

優
秀
賞	

通み
ち
む
ら村　

璃り

お央	

沖
高	

２
年

一
般
の
部

大
賞	

宮み
や
に
し西
ケ
イ
子	

（
徳
時
）

優
秀
賞	

吉よ
し
と
み富
ま
つ
み	

（
黒
貫
）

優
秀
賞	

沖お
き
の野

マ
ス
ノ	

（
新
城
）

　

第
33
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、
11
月
４
日
・
５

日
の
２
日
間
、
町
民
体
育
館

と
あ
し
び
の
郷
・
ち
な
に
お
い

て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
体
育
館
で
は
、
公
民

館
講
座
や
町
内
の
技
術
作
品
、

短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
、
福
祉
作

文
、
な
ど
、
多
彩
な
展
示
や

茶
道
体
験
が
行
わ
れ
、
あ
し

び
の
郷
・
ち
な
で
は
、
４
日
に

知
名
町
文
化
協
会
に
よ
る
前

夜
祭
、
５
日
は
式
典
、
公
民

館
講
座
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
、

11
月
10
日
ま
で
は
町
内
保
育

園
、
子
ど
も
園
、
小
中
学
生

の
児
童
生
徒
に
よ
る
作
品
や

高
校
生
の
書
道
作
品
な
ど
、

素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

社
会
教
育
部
門

社
会
教
育
功
労

前ま
え
だ田　

安
彦
（
余　

多
）

淵ふ
ち
べ邊

精せ
い
し
ろ
う

四
郎
（
知　

名
）

林　
　

廣ひ
ろ
あ
き明

（
正　

名
）

知
恵
袋
博
士
号
認
定
者

南み
な
み
　

哲て
つ
じ
ろ
う

次
郎	

塩
づ
く
り
博
士（
正　

名
）

福
祉
部
門

８
０
２
０
運
動

大
屋　

政ま
さ
あ
き明	

84
歳
・
20
本
（
田　

皆
）

東あ
ず
ま
　

ト
ミ
子	

83
歳
・
25
本
（
余　

多
）

皆
𠮷　

正
子	

84
歳
・
21
本
（
芦
清
良
）

要　

カ
ミ
ヱ	

86
歳
・
20
本
（
余　

多
）

村
山　

秀ひ
で
ふ
み文	

80
歳
・
25
本
（
上
平
川
）

社
会
福
祉
功
労

盛も
り
や
ま山　

里さ
と
こ子

（
正　

名
）

富と
み
ひ
さ久

ひ
と
み
（
上
平
川
）

西に
し　

ス
ミ
ヨ
（
正　

名
）

伊い
じ
ゅ
う
い
ん

集
院
フ
ク
ヨ
（
大
津
勘
）

金か
な
ざ
わ沢
キ
ミ
ヨ
（
下　

城
）

大お
お
あ
た
り
當　

晴は
る
の
ぶ信

（
新　

城
）

池い
け　

美み

よ

こ
代
子
（
屋
子
母
）

東ひ
が
し
や
ま
山
ハ
ツ
ヱ
（
田　

皆
）

奥お
く
や
ま山
三み

ほ

こ
穂
子
（
芦
清
良
）

西に
し
だ田　

盛せ
い
き起

（
田　

皆
）

先さ
き
だ田　
　

実み
の
る（

知　

名
）

沖高エイサー部（オープニングアトラクション）

知名町文化協会による舞台発表（前夜祭）

式典・舞台発表

公民館講座生・舞台発表

表彰の様子

弁論発表

久山茜さん 古波倉大洋さん

知名町文化協会による舞台発表 町歌斉唱（上城小）

11/4 - 5
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11
月
26
日
、
メ
ン
ト
マ
リ
公

園
に
て
第
６
回
知
名
町
産
業

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

晴
れ
渡
る
空
の
下
で
開
催
さ

れ
た
会
場
で
は
、屋
台
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
が
出
店
し
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
音
楽
演
奏
や
ダ
ン

ス
等
の
各
種
団
体
が
出
演
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
、Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
の
ボ
ー

カ
ル
で
あ
る
比
嘉
栄
昇
さ
ん
が

故
郷
石
垣
島
で
活
動
す
る
た
め

に
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド「
Ｙ.

Ａ.

Ｂ

（
ヤ
フ
ァ
イ
ア
ン
・
ア
ッ
チ
ャ
ー

ズ
・
バ
ン
ド
）」
が
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。
過
去
最

高
の
来
場
者
数
で
盛
り
上
が
る

会
場
に
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ

を
披
露
す
る
な
か
、「
三
線
の
花
」

等
の
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
の
代
表
曲
を

比
嘉
さ
ん
が
生
歌
で
披
露
す
る

と
素
敵
な
歌
声
に
来
場
者
は
酔

い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
知
名
小
学
校
で
は
、

″
は
た
ら
く
く
る
ま
〟
の
展
示

や
乗
車
体
験
が
行
わ
れ
、
来
場

し
た
皆
さ
ん
は
各
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

総勢５組の参加者が出場し、島の食材を活用したグルメを
町民の皆さん先着50名と５名の審査員にふるまいました。皆
さんも是非、ご家庭で作ってみてはいかがでしょうか。来年
もエントリーをお待ちしています！

結果発表！

知
名
町
産
業
フ
ェ
ア

グランプリ
「ゆきみしアイス・桑サイダー」
by チームゆきみし

準グランプリ
「～ひゅーぬゆーはらん
めし～シマ桑そば」
by ゆーはらんばんど

11/26

第６回

スペシャルゲスト
「Y.A.B（ヤファイアン・アッチャーズ・バンド）の演奏

えらぶ百合物語

ちなボー YOUR SMILE 司会の謎のイモ男

超コスパ！300円の自衛隊カレーハイ！ ポーズ！みんな大好き働く車
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ま ち の 話 題

2023.10-11

11.12
10.31

10.23
11.11

全島ヤッコ踊り大会が５年ぶりに開催
11月12日、あしびの郷・ちなにて第４回全島ヤッコ踊り大会が
５年ぶりに開催されました。ヤッコ保存会を結成している島内
９地区のうち８地区（田皆・正名・瀬利覚・玉城・出花・根折・畦
布・国頭）が出演し、勇壮で軽快な踊りで多くの来場者を魅了
しました。「ヤッコ」とは「勇ましい男性」という意味を持って
おり、1609年の薩摩藩の琉球侵攻以降、鹿児島に出向いた
島民が県本土地域の盆踊りを伝えたことが始まりとされていま
す。各集落で踊り継がれている県無形民俗文化財の「ヤッコ」
を後世に残していくための素晴らしい機会となりました。

商店街でハロウィンイベントが開催！
10月31日、商店街にてそら・SORA に通う子どもたちがハロウィンパ
レードを行いました。図書館に集合した後、アミカや美屋ストア等
の商店街に存在する19事業所を歩いて巡りました。各事業所に到着
すると、代表者からの挨拶や PR を行った後、参加した親子とそら・
SORA スタッフで「トリックオアトリート」と唱え、お菓子をいただき
ました。また、各事業所の前で集合写真も撮影し、参加した方は「初
めて入った店もあり新鮮だった」、「店の方が優しく話しかけてくれて
嬉しかった」と語っていました。子どもたちが喜んでくれるようにとお
菓子やハロウィンブース等を設けてくださり、温かい地域の皆さんと
交流でき、楽しいイベントとなりました。

新庁舎にて上棟式が行われました！
10月23日、知名町新庁舎（あしびの郷・ちな付近）にてコンクリート
打設が完了したことによる上棟式が行われました。式典には関係者
約30名が参加。神事が終わると今井町長が工事に係わる島内外の関
係者に感謝を述べ、「町民に親しまれ、自然環境に配慮した庁舎を
皆さんの力を結集して造っていければ」と語りました。また、新庁舎
１階部分の内覧会では、通常の建物より50％エネルギーを消費しな
い「ZEB Ready（ゼブレディ）」の説明を行いながら、関係者や町民
の方々が内覧しました。最後に行われた餅投げには多くの町民が参加
し、町の更なる発展を願い、上棟を祝いました。新庁舎は今年度内
に完成予定で、運用開始は令和６年５月以降となる見込みです。

奄美群島日本復帰70周年 
記念式典・祝賀会が開催！
11月11日、奄美市名瀬の奄美川商ホール（奄美文化セ
ンター）にて奄美群島の日本復帰70周年を祝う記念式
典が開催されました。本式典には群島内外から約1,000
人が出席。先人たちが無欠・非暴力で成し遂げた復帰
運動の歴史と思いを受け継ぎ、郷土奄美のさらなる振
興へ決意を新たにしました。式典の前後には奄美出身・
在住アーティストと地元の子どもたちによる歌や踊りなど
のパフォーマンスが披露され、本町からは前田綾子さん・
博美さんが出演しました。その後の祝賀会も盛大に盛り
上がり、奄美群島が一体となりました。
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11.21
11.25

11.21
11.19

ファングル塾の絵本 
「向田神社の世の金さま」が完成

11月21日、知名小学校にてファングル塾が補助金申請を
行い作成した絵本「向田神社の世の金さま」が完成したこ
とによる読み聞かせと絵本の贈呈式が行われました。本取
組みは、知名町まちづくり活動支援補助金を活用したもの
で、地域づくりや地域の賑わいを目指し、共生・協働のま
ちづくりを推進することを目的としています。絵本を作成し
たファングル塾は平成25年に設立し、「出来る人が・出来
ることを・出来るときにやる」をテーマに瀬利覚字の有志た
ちによるボランティアで支えられています。知名小２年生を
対象に行われた読み聞かせでは、ジッキョ（瀬利覚字）に
存在する「世の金さま」という神様について分かりやすく説
明がされており、子どもたちは真剣に耳を傾けていました。

「うとぅるしゃマラソン」と「下平川小歩こう会」 
コラボで開催
11月25日、第２回沖永良部島うとぅるしゃマラソンが全国か
らおよそ50人のランナーを迎えて開催されました。ランナー
たちは秋晴れのもと、島の景色や島民との交流を楽しみな
がら70kmの道のりを走りました。今回初めての試みとして、
下平川小学校６年生が行う「歩こう会」とコラボでの開催。
児童たちと保護者は、うとぅるしゃマラソンで設置された 
島内15か所のエイドの一部を共有しながら44kmの距離を
およそ12時間かけて歩きました。下平川小の保護者からは

「年々児童数が少なくなり、保護者だけでの開催は難しくなっ
てくるが、コラボすることで安心・安全に歩ける」と好評。
草部邦彦うとぅるしゃマラソン実行委員長は「全国から島に
来てくれるランナーと島の子どもたちとの交流はこれからも
続けていきたい」と話していました。

正名字芸能発表会が開催
11月21日、正名字公民館前の広場にて、正名字芸能発表会が
開催されました。当発表会では、正名ヤッコを代表とした字
の伝統芸能の披露のみならず、住吉、下平川小学校児童や三
味線教室に通う児童、上城小学校児童による「イシシハカマ踊
り」など多数の団体が出演しそれぞれ披露しました。当日は椅
子220脚を用意しておりましたが、立ち見をする観客も多く、約
400人が来場する大規模な芸能発表会となりました。※この事
業には、知名町賑わい空間創出支援事業が活用されています。

沖永良部島分屯基地協力会へ感謝状の贈呈
11月19日、東京都にて航空自衛隊の航空幕僚長から沖永良部島分屯基地協
力会へ感謝状が贈呈されました。当会は、長年にわたり沖永良部島分屯基
地の各種任務及び行事等に積極的に協力し、円滑な基地運営の支援に尽力
したことが評価されました。今後とも地域に対する防衛の重要性の普及に寄
与されるなど、航空自衛隊の任務遂行に貢献していきます。
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奄美群島日本復帰70周年記念
～ 連載： 沖永良部島、日本復帰までの記録 ～

わ
た
し
の
戦
争
体
験
記

戦
争
末
期
か
ら
終
戦

第５回
（最終回）

下
平
川
へ
の
艦
砲
射
撃

　

い
よ
い
よ
戦
争
も
終
盤
に

な
っ
た
あ
る
日
。
い
つ
も
は
午

前
９
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
空
襲

が
、
そ
の
日
は
７
時
ご
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
グ
ラ
マ
ン
が

南
か
ら
北
か
ら
東
か
ら
西
か
ら
、

ひ
っ
き
り
な
し
に
や
っ
て
来
て

は
執
拗
に
攻
撃
を
続
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
11
時
ご
ろ
に
な
る
と
、

ス
ー
ッ
と
終
わ
っ
た
の
で
す
。

「
ど
う
し
た
？　

も
う
弾
が
な

く
な
っ
た
の
か
？
」
皆
が
不
思

議
に
思
い
、
漂
う
静
け
さ
が
と

て
も
不
気
味
で
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
東
の
水

平
線
に
島
の
よ
う
に
大
き
な
黒

い
影
が
現
れ
た
の
で
す
。「
あ

れ
は
何
だ
？
」
と
驚
い
た
の
と

同
時
に
、
ド
ロ
ン
ド
ロ
ン
…

ヒ
ュ
ー
ン
ヒ
ュ
ー
ン
…
ド
カ
ン

ド
カ
ー
ン
！　

爆
音
が
響
き
、

艦
砲
射
撃
が
始
ま
り
ま
し
た
。

軍
艦
だ
っ
た
の
で
す
。
下
平
川

国
民
学
校
へ
向
け
て
、
激
し
く

攻
撃
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
様
子
を
木
の
上
か
ら

ず
っ
と
見
て
い
た
私
は
、
い
よ

い
よ
敵
が
上
陸
し
て
く
る
に
違

い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
急
い

で
防
空
壕
ま
で
走
り
、
中
に
隠

れ
て
い
る
皆
に
向
か
っ
て
、「
い

よ
い
よ
敵
前
上
陸
す
る
ぞ
、
絶

対
に
壕
か
ら
出
る
な
よ
。
見
つ

か
っ
た
ら
火
炎
放
射
器
で
焼
き

殺
さ
れ
る
ぞ
！
」
と
伝
え
ま
し

た
。
そ
し
て
竹
や
り
を
持
っ
て

海
ま
で
走
り
、
石
垣
に
身
を
隠

し
て
、
敵
の
上
陸
を
今
か
今
か

と
待
ち
構
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
た
ら
攻
撃
が
止

ま
っ
た
の
で
高
台
に
登
っ
て
見

渡
す
と
、
そ
こ
に
は
も
う
軍
艦

の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
人
た
ち
か
ら
「
あ
ん
た
が
竹

や
り
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
敵

は
怖
が
っ
て
逃
げ
た
ん
だ
ろ
う

ね
」
と
言
わ
れ
、
ま
だ
子
ど
も

だ
っ
た
私
は
得
意
気
に
な
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
空
襲
は

そ
の
後
も
続
き
ま
し
た
が
、
艦

砲
射
撃
は
こ
れ
が
最
後
で
し
た
。

知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
終
戦

　

戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
、

兵
隊
も
私
た
ち
も
誰
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
日
ま
で
は
、

空
襲
が
朝
か
ら
晩
ま
で
ひ
っ
き

り
な
し
に
続
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
翌
日
に
は
グ
ラ
マ
ン
が
低

空
飛
行
で
全
く
攻
撃
す
る
こ
と

な
く
島
の
上
を
飛
び
去
っ
て

行
っ
た
の
で
す
。
そ
の
上
を
双

発
機
と
ラ
イ
ト
ニ
ン
グ
が
、
さ

ら
に
そ
の
上
を
Ｂ
29
ま
で
も
、

本
土
へ
向
け
て
飛
ん
で
行
き
ま

し
た
。

　
「
ど
う
し
て
弾
を
撃
っ
て
こ

な
い
ん
だ
ろ
う
？
」
と
不
思
議

に
思
っ
て
い
た
ら
、
兵
隊
が

「
昨
日
弾
を
撃
ち
す
ぎ
て
な
く

な
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
言
う
の

で
、
飛
ん
で
い
く
敵
の
飛
行
機

に
向
け
て
石
を
投
げ
つ
け
ま
し

た
。
子
ど
も
な
が
ら
に
、
思
い

切
り
憎
し
み
を
込
め
て
。

　

そ
れ
か
ら
一
週
間
経
っ
た
で

し
ょ
う
か
。
兵
隊
か
ら
日
本
が

無
条
件
降
伏
し
、
戦
争
が
終

わ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

皆
で
泣
き
ま
し
た
。
当
時
ラ
ジ

オ
な
ん
て
な
く
、
電
話
は
役
場

と
郵
便
局
だ
け
。
島
民
に
入
る

情
報
は
、
い
つ
も
あ
と
に
な
っ

て
か
ら
で
し
た
。

戦
後
の
作
物
泥
棒

　

戦
後
最
も
困
っ
た
こ
と
は
、

食
べ
物
で
し
た
。
畑
か
ら
芋
や

野
菜
が
盗
ま
れ
る
被
害
が
あ
ち

こ
ち
で
発
生
し
、
自
警
団
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
子
ど
も
な

が
ら
に
も
、
泥
棒
を
見
つ
け
て

も
逃
し
て
あ
げ
よ
う
と
仲
間
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
食
べ
物
が

な
く
て
困
っ
て
い
る
の
は
皆
同

じ
。
あ
る
月
の
晩
、
仲
間
た
ち

と
畑
を
見
回
り
な
が
ら
「
最
近

こ
の
辺
り
に
泥
棒
が
出
る
ら
し

い
ぞ
ー
」
と
わ
ざ
と
大
声
で
話

し
、
慌
て
て
逃
げ
て
い
く
泥
棒

を
笑
い
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。

決
し
て
追
い
か
け
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

沖
永
良
部
か
ら
平
和
を

　

私
は
戦
争
を
体
験
し
、
軍
国

主
義
教
育
の
恐
ろ
し
さ
、
そ
し

て
平
和
の
尊
さ
を
、
身
を
も
っ

て
感
じ
て
い
ま
す
。
今
を
生
き

る
友
よ
、
平
和
の
輪
を
こ
こ
沖

永
良
部
島
か
ら
世
界
へ
広
げ
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ

が
私
の
最
後
の
願
い
で
す
。

profile
児
こだま

玉 富
とみもり

杢
昭和４年12月生まれ
（屋者字）
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問町立図書館　
☎（93）4356　
http://www.china-lib.jp/

『TERUKO ＆ LUI』
井上荒野 / 著（祥伝社）

直毘モモ。いまは書道部部長
で、フツーの中学二年生。大
好きな匠くんとはお付き合い
中。平和な学校生活を送って
るんだ。だけどあるとき、妹み
たいに大切な後輩・りんねちゃ
んに異変が起きー？ 大ヒット
シリーズがラブもバトルもパ
ワーアップして帰ってきた！

『いみちぇん　ふたたびひみつの二人組』
あさばみゆき/ 作　市井あさ/ 絵　

（KADOKAWA）

 12月の行事予定
▶ 17 日（日） 
としょかんまつり　 
第 1 部： 
午前 10 時～11 時半　 
第 2 部： 
午後 13 時～ 15 時
▶ 28 日（木） 
年内最終開館日
▶ 29 ～ 1 月３日 
年末年始休館日

児
童
書

一
般
書

「まだまだこれから、な
んだってできるわよ、あ
たしたち」照子と瑠衣。
ともに七十歳。妻を見
下す夫を捨て、老人マ
ンションの陰湿な人間
関係を見限って、女性
ふたりの、逃避行の旅
が始まった。痛快で心
震える、最高のシスター
フッド小説。

眠りたくても「眠れない」
ぼくは、小学生のとき
から “ブルーマンデー”。
24歳のある日、不眠の
認 知行動 療法に出会
う。約20年におよぶ不
眠体験と克服方法、そ
して「睡眠コンサルタン
ト」になるまでを紹介。
あなたにも、自分にあっ
た眠りが訪れるかも !?

『ぼくは不眠症。眠れる夜を迎えるま
での20年』
土井貴仁 / 原作　寺島ヒロ / マンガ（合同出版）

実
用
書

10月貸
出ランキング

一般書１位

『神さまの言うとおり』
金城宗幸 / 原作

小説１位

『汝、星のごとく』
凪良ゆう/ 著

児童書１位

『アニマルバスとほしまつり』
あさのますみ / 文

「しまむにのしずく」は、2015年から沖永良部島に通っ
ている山田真寛（国立国語研究所）が、沖永良部
語の学習者として作文をする連載記事です。分かち
書きをして逐語訳をつけた沖永良部語の文章は、上
平川方言の調査で学んだ文法知識を使って書いてい
ます。母語話者には確認していただいていないので、
間違いや不自然な表現はぜひ添削をお願いします！

連　載

子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
る
と
き
に
も
、

し
ま
の
こ
と
ば
が

聞
こ
え
る
世
界
を

残
す
た
め
に
。

タク＆リエの しまむにし がいちみゃー！

	みーさぬ	絵本	でぃきたんどー
	 新しい	 絵本	 できたよ

第
19
回

わきゃむ しまむに 
なろとぅんどー！！

編集担当
ユリ

デザイン担当
リエ

わきゃむ しまむに 
なろとぅんどー！！

わきゃむ しまむに 
なろとぅんどー！！

編集担当
ユリ

デザイン担当
リエ

わきゃむ しまむに 
なろとぅんどー！！

編集担当
タク

デザイン担当
リエ

わきゃむ
しまむに 

なろとぅんどー！！

	「きばらぬ	 むにぐとぅ」とぅ	「はちに	ういてゃぬ	ぶっそーげ」でぃ	がーゆぬ
	「洋服の	 おしゃべり」と	 「鉢に	 植えてある	 ハイビスカス」と	 言う

	みーさぬ	 絵本	でぃきやぶたん。
	 新しい	 絵本	 できました

	2016年に	ちくたぬ	「みちゃぬ	ふい」	 はちゃぬ	
	 2016年に	 つくった	 「土の	 声」	 書いた

	松村雪枝さんが	むんがたい	でぃろ。
	松村雪枝さんの	 お話	 です

	うりし	 しまむにぬ	 絵本わ	5冊。
	これで	 沖永良部語の	 絵本は	 5冊。

	「選択肢ぬ	なーに	 しまむに	 なん」でぃぬ
	「選択肢の	 中に	 沖永良部語	 ない」という

	状況	 ゆくゎなてぃきちゃかや。
	状況	 よくなってきているかな

	エラブココとぅ	エトセトラあきたに	 あんとぅ	みちたぼりよー。
	 エラブココと	 エトセトラあきたに	 あるから	 見てくださいね

	しまぬくとぅ	うむてぃ	くりとぅる	ちゅーぬ	うてぃ
	 島のことを	 思って	 くれている	 人が	 いて
	ほーらしゃん！
	 うれしい！

〔教えてくれた人 : 瀬利覚字30代男性〕
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■
農
林
課��������

☎
84
㆐
３
１
６
４

種
ば
れ
い
し
ょ
の	

購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

昨
年
度
の
気
象
災
害
等
に
よ
り
、

減
収
被
害
を
受
け
た
町
内
の
ば
れ
い

し
ょ
生
産
者
の
生
産
意
欲
の
回
復
を

図
る
た
め
、
種
ば
れ
い
し
ょ
の
購
入

費
を
支
援
し
ま
す
。

●
支
援
の
対
象

　

令
和
６
年
産
ば
れ
い
し
ょ
種
子
代

※
種
馬
鈴
し
ょ
検
査
に
合
格
し
た
も

の
に
限
る
。

●
支
援
の
内
容

　

ば
れ
い
し
ょ
種
子
代
に
つ
い
て
、

予
算
の
範
囲
内
（
上
限
：
25
円
／

㌔
）
で
種
芋
販
売
事
業
者
へ
支
援

金
を
交
付
し
ま
す
。

•

【
例
】
25
円
／
㌔
の
助
成
の
場
合

　

従
来
の
種
芋
販
売
価
格
（
Ａ
社
）：

２
０
０
円
／
㌔
➡
１
７
５
円
／
㌔

※
助
成
額
は
町
内
種
芋
販
売
事
業
者

の
注
文
量
で
変
動
し
ま
す
。

※
種
芋
代
金
精
算
時
に「
町
助
成
分
」

と
し
て
、
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
町
内
事
業
者
か
ら
購
入
し
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

町
内
の
種
芋
販
売
事
業
者
ま
た
は
、

役
場
農
林
課（
☎
84
―
３
１
６
４
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
課�������������������������������

☎
84
㆐
３
１
７
０

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　

食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、

影
響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
し
、
特
別
給
付
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
情
を
踏

ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

18
歳
未
満
の
児
童
（
障
が
い
児
の

場
合
、
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て

い
る
父
母
等
で
次
の
①
と
②
両
方

に
該
当
す
る
方
。

①
今
年
度
「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
を
受
給

し
て
い
な
い
方
。

②
令
和
５
年
３
月
以
降
の
家
計
が
急

変
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当
の
収

入
と
な
っ
た
方
（
詳
し
い
算
定
基

準
等
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
）。

●
給
付
額

　
　

児
童
１
人
に
つ
き
5
万
円

●
支
給
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
課
窓
口
で
申
請
が
必

要
で
す
。
必
要
な
も
の
を
お
持
ち

に
な
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

①
申
請
者
と
配
偶
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
わ
か
る
も
の

②
本
人
確
認
書
類
の
写
し

③
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し

④
収
入
額
が
分
か
る
書
類
（
給
与
明

細
書
、
年
金
振
込
通
知
書
等
）

●
申
請
期
限

　

令
和
６
年
２
月
29
日

令
和
６
年
度
保
育
園
・	

こ
ど
も
園
入
所
の
受
付

●
受
付
期
間

　

12
月
11
日
㈪
～
12
月
22
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
た
だ
し
、
土
日
、
祝
日
は
除
く
。

●
対
象

　

令
和
６
年
度
入
所
希
望
者

　

•

認
定
こ
ど
も
園
（
半
日
）

　

•

認
定
こ
ど
も
園
（
終
日
）

　

•

保
育
園

●
提
出
書
類

　

申
込
書
な
ど
は
子
育
て
支
援
課
に

あ
り
ま
す
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）

　

現
在
、
町
内
施
設
に
入
園
中
の
場

合
は
、
各
施
設
で
書
類
を
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

●
提
出
及
び
問
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
☎
84
―
３
１
７
０

■
農
業
委
員
会�����

☎
84
㆐
３
１
６
５

農
地
転
用
許
可
・
農
振
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
・	

用
途
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

　

農
地
や
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区

域
内
の
土
地
に
住
宅
・
倉
庫
等
を
建

築
す
る
、
資
材
置
場
や
駐
車
場
を
整

備
す
る
（
農
地
転
用
す
る
）
場
合
や

農
地
転
用
す
る
た
め
に
農
地
を
譲
渡

す
る
場
合
は
農
業
委
員
会
で
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

下
記
に
つ
い
て
農
業
委
員
会
に
ご

確
認
の
う
え
、
所
定
の
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
許
可
見
込
み

　

集
団
的
な
農
地
や
基
盤
整
備
事
業

を
行
っ
た
農
地
な
ど
、
農
地
の
条

件
に
よ
っ
て
は
許
可
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

②
所
要
期
間

　

手
続
き
に
は
一
定
の
期
間
を
要
し

ま
す
。
な
お
令
和
6
年
度
中
に
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

に
伴
い
、
新
た
な
農
振
除
外
等
の

申
請
受
付
を
停
止
す
る
期
間
が
発

生
す
る
予
定
で
す
。
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

有
料
広
告

有
料
広
告
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保健福祉課からお知らせ

名瀬審査事務室からお知らせ

お口元気歯ッピー健診
■
保
健
福
祉
課���������������������������������

☎
84
㆐
３
１
５
３

生
ご
み
処
理
機
等
助
成
金
の	

お
知
ら
せ

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
を
図
る
た
め
、
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
等
を
子
入
し
た
町
民

の
皆
さ
ん
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
助
成
内
容

•

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

　

１
基
に
つ
き
、
購
入
価
格
の
１
／

２
を
助
成
し
、
限
度
額
は
３
万
円

（
１
世
帯
に
つ
き
１
基
ま
で
）

•

電
気
式
以
外
の
生
ご
み
処
理
器

　

１
基
に
つ
き
、
購
入
価
格
の
２

／
３
割
を
助
成
し
、
限
度
額
は

１
万
３
千
円
（
１
世
帯
に
つ
き
2

基
ま
で
）

●
申
請
期
限

　

機
器
購
入
か
ら
３
か
月
以
内
で
令

和
６
年
３
月
31
日
ま
で
。
た
だ
し
、

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な

り
ま
す
。

名瀬審査事務室開庁予定日（令和６年度）
開設
時間

第1日目
14:00 ～17:30

第 2日目
9:00 ～12:00 備　考

1月 9日（火） 10日（水） 火・水変更
2月 13日（火） 14日（水） 火・水変更
3月 11日（月） 12日（火）
4月 8日（月） 9日（火）
5月 13日（月） 14日（火）
6月 10日（月） 11日（火）
7月 8日（月） 9日（火）
8月 19日（月） 20日（火）
9月 17日（火） 18日（水） 火・水変更
10月 15日（火） 16日（水） 火・水変更
11月 11日（月） 12日（火）
12月 9日（月） 10日（火）
（注意事項）
１. 天候の影響等により、開庁日や開庁時間等が急きょ変更とな
ることがありますのでご了承ください。

２.各種申請手続や必要書類等についてのお問合せは、下記照
会先までご連絡ください。

３.在留期限日を過ぎないように、申請には余裕をもってお越し
ください。（※更新申請は、在留期限の満了するおおむね３
か月前から可能です。）

■健診期間	 令和５年６月１日㈭～令和６年１月31日㈬
■受診回数	 健診期間内で１回
■健 診 料	 無料
■対 象 者	 今年度76歳のお誕生日を迎える方
	 （昭和22年４月１日～昭和23年３月31日生まれの被保険者）
	 今年度80歳のお誕生日を迎える方
	 （昭和18年４月１日～昭和19年３月31日生まれの被保険者）

12月４日から10日までは
「第75回人権週間」です

　12月４日から10日は人権週間です。
　人権週間は、昭和23年12月10日の国連総会において
「世界人権宣言」が採択されたことを記念して国におい
て定められたもので、今年で75回目となります。
　私たちの社会には、部落差別をはじめとして、女性、
子ども、高齢者、障害者、外国人、性的指向及び性自
認等に関する人権問題が依然として存在しており、さら
に、インターネット上の誹謗中傷、感染症等に関する偏
見や差別など様 な々人権問題が生じております。
　これらの問題を解決するためには、私たち一人ひとり
が人権問題を「自分自身にも関わりのあること」として
受けとめ、身近な人権問題について関心を持ち、正しく
理解することが大切です。
　全ての人の人権が尊重される社会づくりのため、この
機会に、ぜひ皆さんもあなたの身近なことから人権につ
いて考えてみましょう。� 問町民課☎84－3152

•	 鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、今年度中に76歳及
び80歳の誕生日を迎えられる後期高齢者医療の被保険者を対
象に、口腔健診（お口元気歯ッピー健診）を実施しています。
•	対象者には６月初めに受診券（オレンジ封筒）をお送りしてい
ます。あらかじめ県内の歯科医療機関へ問い合わせ、予約の上、
ご受診ください。
•	受診券を紛失された方は、受診券の再発行を行いますので、	
下記問い合わせ先または役場保健福祉課（後期高齢者医療担
当）までご連絡ください。

問鹿児島県後期高齢者医療広域連合
　業務課 保健事業班☎099－206－1329

問福岡出入国在留管理局鹿児島出張所名瀬審査事務室
［所在地］奄美市名瀬長浜町1-1　名瀬地方合同庁舎4階
※電話は設置されておりません。
※令和3年4月から庁舎が移転しましたのでご注意ください。

（照会先）福岡出入国在留管理局鹿児島出張所〒892-0812 
鹿児島市浜町2-5-1鹿児島港湾合同庁舎3階☎099-222-5658

［受付時間］午前8時30分～午後5時15分（土・日・祝日を除く）

有
料
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（　　　　　 ）
◎総人口……5,538人（－５）

男………2,795人（±０）
女………2,743人（－５）

◎世帯数……2,993世帯（＋１）

知名町ふるさとまちづくり基金

10月のふるさと納税寄附総額� 1,376,100円
竪山　博人 （大阪府） ――
中谷　純江 （鹿児島県） ――
山並誠一郎 ―― ――
村岡　健一 ―― ――
田村　彩乃 ―― ――
村北　憲久 ―― ――

善　意
皆様の善意に感謝申し上げます。（敬称略）

まちの人口
令和５年11月１日現在（前月比）

町民カレンダー 12/11- 1/10

こんに〝ちな〞！ 奥間
です。2023年最終号
は名言で締めくくりま

す。皆さん、人生泣くこともあれば笑うこと
もありますよね。泣くときはシクシク（4949）、笑うとき
はハハハッ（888）です。４×９＝36、８×８＝64、足
すと100になるのです。人生は36％の悲しみと64％の
幸せがある。辛い時もあるけど幸せの方が溢れてい
る！ 私はそう思います。今年もありがとうございました。
来年もどうかよろしくお願いします。良いお年を！！

［お詫びと訂正］『広報ちな』11月号16頁「まちの人口」に 
誤りがありました。下記のとおり訂正しお詫びいたします。
総人口：5,543人（＋２）　男：2,795人（－２）　女：2,748人（＋４）

編 集 後 記

正　名�12/11 月
正　名�12/25 月
芦清良�12/11 月
大津勘�12/12 火
屋子母�12/12 火
上　城�12/14 木
竿　津�12/14 木
上平川�12/14 木

赤　嶺�12/14 木
知　名�12/15 金
瀬利覚�12/18 月
徳　時�12/19 火
� 1/9 火
下平川�12/19 火
� 1/9 火
黒　貫�12/19 火

住　吉�12/21 木
余　多�12/21 木
田　皆�12/22 金
久志検�12/25 月
下　城�12/26 火
新　城�12/26 火

謹んでご冥福をお祈りします
田畑　先則 （92）10 月 17 日没 （黒貫）
大納ハツヱ（101）10 月 18 日没 （知名）
石上　靜男 （92）10 月 21 日没 （田皆）
石上　乘光 （75）10 月 25 日没 （上城）
高山　久男 （71）10 月 26 日没 （知名）
森山　淳子 （54）10 月 28 日没 （知名）
大郷千恵美 （66）10 月 30 日没 （知名）
白川キミ子 （96）11 月   6 日没 （田皆）

香典返し（社会福祉協議会へのご寄付、
　　　　　　　　お礼申し上げます）

森　　ウメ（瀬利覚）	 石上　一郎（住　吉）
大納美和子（知　名）	 山下純一郎（正　名）
田畑不二子（黒　貫）	 大郷　一雄（知　名）
川畑喜美代（上平川）

い
き
い
き
教
室

11 月 SOS 教育講演会（高橋先生）（18:00～フローラル館）
12 火
13 水
14 木
15 金
16 土

17 日

本部医院
沖永良部音楽コンクール（和泊町あかね文化ホール）
住吉字内清掃
図書館まつり（10:00～ 15:00）

18 月
19 火
20 水
21 木 しらゆり大学12月教室
22 金 幼・小・中・高校終業式
23 土
24 日 福山医院

25 月
1953( 昭和28年）奄美群島日本復帰
固定資産税3期口座振替日・納期限
国保税６期口座振替日

26 火
27 水
28 木 仕事納め（役場）
29 金

30 土 年末ごみ収集最終日（持ち込みは12：00まで）
スタンプ会歳末大売出し抽選会（09:30～ 17:30共同駐車場）

31 日 町田医院

1 月
元日

大蔵医院
知名字氏神開き

2 火
朝戸医院

町内一周駅伝競走大会
二十歳のつどい（14:00～ 16:00あしびの郷 ･ ちな）

3 水 本部医院

4 木
年始ごみ収集開始日
仕事はじめ（役場）
国保税６期納期限

5 金 新春書き初め大会（13:30～ 17:00中央公民館）
6 土 消防出初式（13:00～ 15:00知名漁港）
7 日 福山医院

8 月 成人の日
町田医院

9 火 幼・小・中・高校始業式
10 水
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